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男子生殖腺にかんする用語の歴史的変遷

一睾 丸 か ら睾丸
,そ して精巣 へ一

滋賀医科大学医学部泌尿器科学教室

友 吉 唯 夫

        TERMINOLOGIC CONFUSION IN JAPANESE 

      TERMS FOR THE  TESTIS  : PAST AND PRESENT 

                          Tadao TOMOYOSHI 

              From the Department of Urology, Shiga University of Medical Science 

   In Japan, two scientific words are used for the testis, SEISO and KOGAN. SEISO is the  wor( 

accepted by most of the bioscience societies and etymologically means the nest of sperms.  KOGAN 

is a word of Chinese origin and mainly used by urologists. Its etymologic meaning is unclear. 

   About one to two hundreds years ago, many classical Japanese books of medicine used  EKIGAI 

the Chinese character of which is quite similar to KOGAN, and which etymologically was  describe( 

as  "  pleasure balls of  man  " by a contemporary anatomist in Japan, although I presume it was in 

tended to mean  "  a couple of balls, side by side  " 

   In order to avoid terminologic confusion, SEISO, the standard word used in many  academi, 

fields, is recommended for universal use not only in scientific papers but in daily language in Japan. 

Key words: Terminologic confusion, Testis, Japanese medical classics

　　　　 男子生殖腺に相当する用語の現状

　英語の 「testis,　testicle」,ドイツ語の 「Hoden」,

フランス語の 「testicule」に相当する日本語 としては,

生物学関係では,す でに1930年 代 より 「精巣」が登場

するようになったものの1・2),医学領域で 「精巣」が

用いられるようになったのは,1953年 日本解剖学会で,

正式に 「精巣」を採用してか らのことである3)　 現在

では,生 物学,畜 産学では全面的に 「精巣」が用いら

れてお り,医 学領域の解剖学,生 理学,病 理学でも主

として 「精巣」が用いられている.し かし,臨 床医学

では,と くにこの臓器を診療の対象とする泌尿器科医

の多くが,い まだに 「聖丸」に固執しているという現

状である.1975年,日 本医学会 ・医学用語委員会は,

「睾丸」を 括弧に入れて併記 しつつも,　「精巣」が当

然用いられるべき第 ユ用語であることを示した4)　 と

ころが,そ れ以降に出版された泌尿器科学の教科書,

参考書,全 書などはすべて 「精巣」を採用せず,従 来

どお り 「睾丸」を用い5～IO),ただひとつ,す べての個

所に 「精巣」,　「精巣上体」を括弧に入れて,「 睾丸」,

「副睾丸」に併記しているものがあるのみである8).

　 日本アンドロロジー学会は,1982年 に発足した学際

的な学会であ り,諸 分野の研究者が参加している.当

然,男 子生殖腺は,そ の重要な研究対象であ り,学 術

大会抄録集には,そ の用語が頻出する。そこで,第1

回(1982)か ら 第3回(1984)ま での学術 大 会抄録

集11・12・13)にあ らわれたつぎの3つ の用語の使用頻度を

調べてみた.

　 1)精 巣(せ いそ う)

　2)睾 丸(え きがん)

　 3)　聖丸(こ うがん)

　 「睾丸」は,　 「こうがん」のつもりで,し るされた

ものであるが,上 に点のないアミガシラに 「幸」を書

くのは,「 こう」とは読めず,　 「えき」であるので,

「えきがん」 とした.

　 泌尿器科以外の演題提出施設と,泌 尿器科 とにわけ
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目本アンドロロジー学会学術大会抄録集にあらわれた,「精巣」,

「睾丸」,「睾丸」の出現頻度

て,そ れぞれの用語の使用頻度を示したのがFig.1

である.「 精巣」は全体の34%に 用 いられているが,

泌尿器科以外からの演題では,半 数以上が 「精巣」を

用いているのに対し,泌 尿器科からの演題は,「 精巣」

が20%に 過 ぎず,残 り80%は 「睾丸」または 「聖丸」

となっている。また,「 睾丸」のうち13例 に 「翠丸」

という活字がなく,「 睾」を 「睾」に手書きで訂正し

た形跡があきらかであった.

「翠丸」と 「睾丸」の正統性についての

古文献学的検討

「睾丸(え きがん)」 と 「睾IEL(こ うがん)」 のどち

らが正統な語であるのか,と いうことを歴史的に検討

してみることにした.方 法 としては,で きるだけ多く

の古医書にあたって,男 子生殖腺を意味する用語の出

現する個所を求めてみた,以 下,古 いものから順にし

るすことにする,

まず,有 名な杉田玄白らの 「解体新書」(1フ74)は

「睾丸(え きがん)」 を あてている(Fig.2) .同 じく

解剖学書である三谷笙州(み たにしょうしゅう)の 「解

体発蒙」(1813)も,や は り 「睾丸(え きがん)」 とな

っていて,し かも 「ヱキグワン」 と発音ルビを付 して

いる(Fig.3).こ れにより,当 時の医学者は 「エキ

ガン」 と呼んでいたことがあきらかである.

臨床系の書物では,L。renzHeister著 ・越村徳基

訳 「瘍科精選図解」(1820年)と いう外科書が 有名で

あるが,「 睾丸(え きがん)」 と書かれている(Fig.

4).ま た,日 本の生理学の父 といわれる高野長英の

「西説医原枢要」(1832)で も,睾 丸(え きがん)と

なっている(Fig・5)。 現在の精巣 上体は,副 睾(ふ

くえき)と している個所がみ られる.

19世 紀後半に なってか らの医書では,坪 内 適斎の

「医家必携」(1857)を み ると,こ れも 「畢丸(え きが

ん)」 となってお り(Fig.6),さ らに解剖学の書物を

いくつか調べてみると,松 村矩明訳の 「グ列傍氏解剖

訓蒙図」(18フ2)(Fig.7),約 蘇列第著 ・松村矩明翻
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Fig.3.三 谷 笙 州 「解 体 発 蒙 」(1813)に み

られ る 「睾丸(え きが ん)1.「 ヱキ グ

ワ ン」 とル ビが 付 され て い る.

訳の 「解剖訓蒙」(1872)(Fig.8),松 村矩明 「解剖

摘要」(1876)(Fig.9)と,松 村矩明の解剖学著作は

すべて 「睾丸(え きがん)」 となっている.ま た,比

較的新しいところで,三 浦省軒 。長谷川順治郎訳 「普

僚氏組織学」(1879)で も 「睾丸(え きがん)」 とされ

ている(Fig.10).

以上のように,100年 以上の古さをもつ医学古典は,

男子 生殖腺を あらわすのに 「睾丸(え きがん)」 の文

字をあてていた.と ころが,例 外があるもので,小 森

鍛
熱
綱 ㊨
居 睾

簸
Fig.4.LorenzHeister著 ・越 村 徳基

訳 「瘍 科 精 選 図解 」(1820)に み

られ る 「睾 丸(え きが ん)」
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Fig.5.高 野長英 「西説医原枢要」(1832)に み られる

「睾丸(え きがん)」

桃鳩(こ も りとうう)の 「病因 精義」(1827)で は,

「睾丸」 という語が みられたのである。ただし,こ の

文字を 小森がどう発音していたのか,こ んにち 「睾

丸(こ うがん)」 という語が使われていることに,本

書がどの程度 関与 したのかは 不明といわざるを えな

い.た だ本書以後にも 「睾丸(え きがん)」 を用いて

いる古医書がほとんどであるので,本 書に医学界にお

いて,「 睾丸」を 「睾丸」に転換させるだけの影響力

はなか ったものとみてよい.

そこで医学書以外に 「睾丸」のみられる文献をさが

してみると,皆 無ではないことがわかった。江戸中期

の医師,寺 島良安の著わしたわが国最初の百科事典で

ある 「和漢三才図会」(1712)に は陰嚢(ふ ぐり)の 項

に 「聖丸」の字がみ られる.し かも,こ の書が,中 国

書に典拠 していることから,や は り中国では古 くより

「睾丸」 も用いられて いたものと思われる.そ れを裏

づける事実として,現 行の漢和 辞典15'"18),中国語辞



202

騰

;・7'

司

登
r

';

よ

霞
〔

泌尿紀要31巻2号1985年

ヲ 淋 煽 ク 泌'

遺 止 四 退 尿
入 い ・覚 キ 器

粘 尿 鋳・慢 ノ
性 澁 ナ〃性 粘

遷 リ リ・・ノ膜

延 旙 全徴 島〆

鰻 角嘉1
モ 九一ケ λ リ

亦 蕨 否 ・・故
タ 腫 ラ 者 二

然 メ サ 禰 淋

Fig.6.堀 内適 斎 「医家 必 携 」(1857)

に み られ る 「畢 丸(え きが ん)」

亀」享鑑脳 暴

捕 之 開

繕 位 固
置 有
之 爽

圃 膜
示

畢

Fig.7.松 村矩明訳 「グ列伊氏解剖訓蒙図」(1872)

のなかの 「睾丸(え きがん)」
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Pt19・20),英中医学用語辞典2且)をみると,「 睾丸」が用

いられているし,諸 橋轍次 の 「大漢和辞典」22)には

「景岳全書」や 「霊枢経」に 「肇丸」や 「睾」の字句

のあることを示 している。現在の中国人医学者に直接

確めたところでは,「 睾丸」とする人23)と 「睾丸」と

する人とがあるが24),発 音はいずれ も 「クワンワン」

である.
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これ らの事実をみると,江 戸時代から明治初期にか

けて,も っぱら用いられて いたということだけでは
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示す表現
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「睾丸(え きがん)」 の正統性を立証できないように思

われる.

漢和辞典や中国語辞典のなかには,「 睾(え き)」 と

「睾(こ う)」は まった く別のもので,誤 用があって

はならないとするものと15・IG),誤用があ りうるとする

もの17,20・22)とが ある,誤 用がありうるとする場合は,

本来 「睾(え き)」であったものの 「睾(こ う)」への

誤用,逆 に 「睾(こ う)」から 「睾(え き)」への誤用

の両者が考えられる.そ のどちらであるかに結論を与

えることは容易でない。ただ,三 谷笙州は,後 章で述

べるように 「睾丸(え きがん)」 という呼称について,

語源的解説までしてお り,少 なくとも,か れの生きた

時代には,わ が国では正統な語であったものといわざ

るをえない.そ してある時期に,お そらく明治中期以

降に,睾 丸(こ うがん)へ の転化が徐々に進んでいっ

たものと推定されるのである.

「畢丸(え きがん)」ならびに 「睾丸(こ うが

ん)」 の語源に関する検討

前出の,三 谷 笙州 「解体発蒙」(1813)に は 「睾丸

(えきがん)」 の語源的考察がなされている(Fig.12).

「丸(が ん)」は球状の有形物のことであるから,こ こ

では 「睾(え き)」のみが問題となる.三 谷によれば,

睾→澤→悦となって,男 性としての悦喜にかかわる球

状物ということなのである.私 はこれに異を唱える。

藤堂明保25)に よれば 「睾(え き)」 とい う字には,

同様のものが間を置いてひとつひとつとつながる,と

いう意味がある.例 えば,馬 をつないだ宿舎が距離を

置いてひとつひとつとつながっていれば 「騨(え き)」

であり,水 たまりが 間隔を置いてつながっていれば

「澤(さ わ)」 というわけである.そ れと同じように陰

嚢の中に,間 隔を置いて二つ並んでいる球状物が 「睾

丸(え きがん)」 ということになる.三 谷 笙州自身,

別の個所では,精 巣に対 して 「男睾」,卵 巣に対 して

「女睾(じ ょえき)」 という表現を用いている(Fig .

13).こ の ことからも,「 睾(え き)」は左右二つ並ん

でいる状況を示す語であると考えられるし,寺 島良安

の 「和漢三才図会」14)ex「 睾丸(こ うがん)」 を採っ

てはいるが,「 陰嚢ノ中二玉有 リ(中 略)男 子ノ命根

也」と定義しており,"二 つ並んでいる玉"で あると

い うことを強調しているのである,

い っぽ う 「睾丸(こ うがん)」 の 「睾」は もと もと

「広い」とか 「高い」 という空間を形容する語である

が,な ぜ男子生殖腺のことを睾丸と呼ぶのかの語源的

説明は見当らないし,語 源不詳 としている辞典 さえあ

る.

このように語源的記載 という点から見ると,三 谷笙

州が真面目に語源を解説した 「睾丸(え きがん)」 に,

男子生殖腺をあらわす語としての妥当性があるように

思われる.

男子生殖腺をあらわす用語の望ましいあり方

こんにち,単 行本26'-28)や学会抄録集11～i3)などで「睾

丸」の字が使用されることがあっても,こ れはあくま

で 「こうがん」の つも りであって,「 睾丸(え きが

ん)」 を正しいと主張 しての記載では ないように思わ

れるが,「 こうがん」に二つの漢字表記が存在するの

は望ましいことではない,

そ もそも,ひ とつの臓器の呼称が,ひ とつの学問領

域で統一を欠 くことは,学 際領域の拡大しつつあるこ

んにち,非 常に不合理かつ不便なことである。とくに,

「睾丸(こ うがん)」 を頻用 している泌尿器科医は,こ

のさい,「睾丸」 という語を全面的に排除 し,「精巣」

を統一的に用いるよう要望するものである。私が要望

しなくても,す でに解剖学会や日本医学会が採用 して

いる学術用語であるか ら,当 然それにならうぺきであ

ったのである.

「精巣」の 「精」は,男 子生殖器との関係において,

古 くより用いられている語であ り,す でに非常に古い

文献である真直瀬道三 「啓適集」(1574)に も,そ れ

がみられるし(Fig.14),し ぼ しば引用してきた三谷

笙州 「解体発蒙」(1813)に も,「 精」,「精脈」,「精

液」,「精経」,「精路」,「精血」,「精経脈」,「精室」,

「精嚢」などの語があ り,ま た 「睾系(え きけい)」に

「セイミチ」とい う意味ルビを 付した り(Fig.15),

「睾 ノ精」という表現があった りして,「畢丸(え きが

ん)」 の本質的内容が 「精」で あることを示している

のである(Fig.16).し たがって,「 精巣」とい う語

には,じ ゅうぶんの歴史的根拠があ り,む しろ 「精」

は 「畢」 よりも古 く男性機能との関連において登場 し

ている語なのである、

「精巣」は 「卵巣」と対応する合理的な語であ り,

当用漢字に含まれているので,印 刷物作成のさいに活

字がなくて困ることもなく,「 畢」と 「睾」の混在 も

避けうることとなる.ま た 「精巣癌」のように,下 に

「がん」と発音する語を付 しても異和感がない .当 然

のことながら,関 連の解剖用語,病 名,手 術名なども

「精巣」を中心に統一されることにな り,「精巣上体」,

「精巣炎」,「精巣上体炎」,「停留精巣」,「精巣摘除」,

「精巣固定術」,「精巣性 女性化症候群」などの用語が

臨床上日常化するであろ う.

一般社会に対する影響は,さ ほど大 きいとは考えら
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れない.す でに,中 学校や 高等学校の理科 では 「精

巣」が定着しているし,性 教育などにおける用語とし

ても,き わめて適切である.か つてわが国の泌尿器科

学の先輩は,「 摂護腺」と いう語を 捨て,一 時的に

「前位腺」29)を経 て 「前立腺」へ移行した,そ の柔軟な

姿勢と英知に ならうべきときであると考えるのであ

る.

ま と め

1.男 子生殖腺の学術用語は,日 本解剖学会が1953

年に決めた 「精巣」であるが,こ れを忠実に用いてい

るのは生物学と畜産学を第一とし,っ いで基礎医学領

域であって,臨 床医学 とくに泌尿器科学では,ま だ,

「睾丸」または 「睾丸」に固執している単行本,論 文,

学会抄録が多い.同 一臓器の呼称がこのように統一を

欠くのは,学 際領域の拡大 しつつある自然科学にとっ

て不都合なことである.

2..「 解体新書」(1774)か ら 「普イ來氏組織学」

(1879)に いたる解剖学書7件,外 科学書1件,医 学

「般2件 の計10件 の古医書について,男 子生殖腺をあ

らわす用語を検討した結果は,i件 を除きすべて 「睾

丸(え きがん)」 で あった.つ まり 「睾 丸(え きが

ん)」が 上記の時代には主流をしめた語であると推定

できた.

3.「 睾丸(え きがん)」 について語源的に考察を加

え,同 じような球状物が陰嚢内で間隔を置いて並んで

いる状態をしめすことばであると推論した.

4,「 こ うがん」という発音のもとに 「睾丸」と「睾

丸」の二つの表記が現実に混在することは望ましいこ

とではない.し たがって,こ の際,国 民的規模で 「精

巣」に統一するのがよいであろう.そ のためには,ま

ず泌尿器科医が,日 常的に 「精巣」,「精巣上体」など

の解剖学用語に従 うことである.

5.「 精巣」の 「精」の文字は男子 生殖器関係の語

に,古 くより用いられていて,歴 史的根拠を有してお

り,「卵巣」 と対応する点からも,さ らに精管,精 索,

精子,精 嚢,精 液などとの関連においても,精 巣はき

わめて合理的な用語であ り,1953年 の解剖学会の制定

は評価すぺきものと考える.

本論文 の要 旨は,1984年6月15日,横 浜市 における第3回

日本ア ン ドロロジー学会 学術大会 に おいて,大 島 博 幸会長

(横浜市 大)の 司会 の もとに,「 ア ン ドロロジー序 説」 とい

う冒頭のセ クシ ョンにおいて口演 発表 した.そ の機会を与え

ていただいた大 島教 授に感 謝申 しあげ る.
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